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川端淳（水研セ中央水研）

中神正康・巣山哲（水研セ東北水研）
学５ 魚礁の配列の違いによる魚礁効果 97

○小池志門(福井県立大学大学院)
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藤田薫（水産総合研究センター水産工学研究所）

Ⅱ－２
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藤田伸二（長崎大学水産学部）
Ⅱ－５ 棒受網漁業の漁獲物の鮮度変化および短期蓄養によるカタクチイワシの品質改善 127

○江幡恵吾・山下裕輔・井ノ原康太・不破茂・木村郁夫（鹿児島大学水産学部）
保聖子（鹿児島県水産技術開発センター）
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Ⅱ－６
サンゴ生息状況及び生息環境条件の重ね合わせによる沖ノ鳥島のサンゴ再移植適
地検討

129

○片山悦治郎・米澤泰雄・小松俊晶（国際航業㈱）
山本秀一（㈱エコー）

安藤亘（(一社)水産土木建設技術センター）
西﨑孝之・渡邊則仁（水産庁）

Ⅱ－７ 沖ノ鳥島におけるサンゴ幼生追跡シミュレーション 133
○白木喜章・山本秀一(㈱エコー)

片山悦治郎(国際航業㈱)
安藤亘（(一社)水産土木建設技術センター）

西崎孝之・渡邊則仁（水産庁）
Ⅱ－８ サンゴ幼生の収集･飼育･放流装置の開発 137

○岡田亘・岩村俊平・山本秀一(㈱エコー)
鈴木豪・林原毅(水産総合研究センター西海区水産研究所)

安藤亘・石岡昇・間辺本文（(一社)水産土木建設技術センター）
西崎孝之・渡邊則仁（水産庁）

Ⅱ－９ コーラル（琉球石灰岩）を実用するサンゴ礁保全再生技術 139
柵瀬信夫・児玉敏則(鹿島建設)

○市村康(日本ミクニヤ)
内川隆夫(ジオスター)
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Ⅱ－１０ 魚礁の構成部材の作用流体力について―主に角柱を対象として― 143
大村智宏・川俣茂・中山哲嚴（水産総合研究センター水産工学研究所）

○小林学・太田友美（国際気象海洋株式会社）

Ⅱ－１１ 練習船を対象とした排煙流のＣＦＤ解析 147
○前川和義・松崎優哉・亀井佳彦・坂岡桂一郎・安間洋樹・木村暢夫（北海道大学）



Ⅱ－１２
喫水線上の船型の影響を考慮した向い波中抵抗増加の簡易推定法－第6報：挿間
法－

149

○升也利一（水産総合研究センター水産工学研究所）

Ⅱ－１３
漁船船団の航行時最適配置について－第2報：粒子群最適化による最適配置の計
算－

153

○升也利一 ・ 三好潤　（水産工学研究所）
Ⅱ－１４ 漁場での漁船運用の特性に関する研究―アンカーを用いた漁船運用について― 167

○川崎潤二（水産大学校）
三好潤・川田忠宏（水産総合研究センター水産工学研究所）

中村武史・酒井健一・下川伸也（水産大学校）
Ⅱ－１５ ベトナム漁船の総トン数計測と考察 159

○三好潤，溝口弘泰，川田忠宏（水産総合研究センター水産工学研究所）
Worawit Wanchana，Suthipong Thanasamsakorn，Thaweesak Thimkrap，

Khunthawat Manomayithikan（Southeast Asia Fishing Development Center）
Ⅱ－１６ 機械工学からアプローチした仔魚飼育水槽内流れに関する研究 161

○角田哲也（大島商船高専商船学科）
塩谷茂明（神戸大学自然科学系先端融合研究環）

阪倉良孝・萩原篤志（長崎大学大学院水産・環境科学総合研究科）
北村祐一（大島商船高専練習船）

Ⅱ－１７
かつお釣漁業の漁獲物陸揚げ作業における軽労化支援スーツの効果について－1.
漁業用軽労化支援スーツの試作

165

○髙橋秀行・渡辺一俊（水産総合研究センター水産工学研究所）
田中孝之（北海道大学）

中島 康成・鈴木 善人（(株)スマートサポート）

Ⅱ－１８
かつお釣漁業の漁獲物陸揚げ作業における軽労化支援スーツの効果について－2.
漁業用軽労化支援スーツの評価試験

167

○髙橋秀行・渡辺一俊（水産総合研究センター水産工学研究所）
田中孝之（北海道大学）

中島康成・鈴木善人（(株)スマートサポート）
Ⅱ－１９ 養殖コンブ乾燥施設の省エネに向けた運用実態の調査研究 169

○長谷川勝男（水産総合研究センター水産工学研究所）
遠藤裕樹、田中一志 （岩手県水産技術センター）

Ⅱ－２０ 近接して集魚灯を点灯する漁船間の水中の光量子束密度分布の変化 173
○松下吉樹（長大院水環）

眞角聡（長大水）
清水健一（長大院水環）

舛田大作（対馬水産業普及指導センター／長大院水環）
水田浩二（長崎県対馬振興局）

古原和明（長崎県水産部）
Ⅱ－２１ グランドロープの部位別入網率とその採集効率に及ぼす影響 177

○藤田薫・渡部俊広（水産総合研究センター水産工学研究所）
伊藤正木（水産総合研究センター東北区水産研究所）

東海正（東京海洋大学）

Ⅱ－２２ 災害復旧工事における漁港工事の効率的な施工方法について－残置型枠工法－ 181
渡邉孝（宮城県農林水産部漁港復興推進室）

中島猛（宮城県東部地方振興事務所　熊本県派遣職員）
不動雅之（水産庁整備課）

三輪啓司（丸栄コンクリート工業㈱）
牛田久喜（共和コンクリート工業㈱）
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